
障害福祉部 

 

障害者・障害児の自己決定と社会参加を支援することは、個人の尊厳を守りつつ、社会全体の発展と

調和をもたらす重要な取り組みである。家族、教育機関、支援機関、企業、地域社会など、多様な関係

者が連携し、障害のある人々が自らの可能性に挑戦できる社会を構築していく。 

 

賀茂みどりの樹 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

【営業力強化】 

役所や相談支援事業所、教育機関への PR を行

い、関係機関との連携を強化する。 

  

【営業力強化】医療機関や児童施設から紹介さ

れて見学に来られる方の中には、支援の必要性

を感じていても、抵抗感から利用に踏み出せな

い場合がある。そのため、本事業所の支援を

「特別なもの」ではなく「成長の過程の一つ」

として分かりやすく伝え、利用への心理的なハ

ードルを下げる。 

  

【利用率強化】欠席などで空きが出た場合は、

職員配置と安全面に配慮しながら柔軟に受け入

れを行う。 

当月に欠席した児童には、職員体制が整ってい

る日に振替利用を実施する。 

また、欠席予定の児童には、空きのある時間帯

への変更を案内する。 

これらは、あらかじめ個別支援計画に可能性を

記載し、保護者の同意を得たうえで実施する。 

  

【利用率強化策】月曜日をこれまで休所日とし

てきたが、出勤体制を再編し、開所日として運

営する方針とする。利用機会を拡大し、利用率

向上を図る。 

  

【品質向上】感覚特性、認知面、運動面、コミ

ュニケーション面など個別ニーズ（特性）に対

応できるよう、現在使用している療育教材の内

  



容や活用方法を見直す。 

【品質向上】個別療育計画については、職員が

十分な時間を確保できるよう、計画作成の時間

を組み込んだデイリースケジュールを作成し、

業務の標準化を図る。 

  

【業務の効率化】現在は手書きで療育記録を行

っているが、今後はデータ入力とデータ保存を

段階的に導入する。これにより、記録業務の効

率化と情報管理の向上を図る。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率（平均利用者数/日） 

【利用定員：放課後等デイサービス ５名・児童発達支援 ５名】 

事業種別 年間計画 結果 評価 

放課後デイサービス ５名   

児童発達支援 ５名   

 

・職員数（計：９名） 

管理者 １名 児童発達支援管理責任者 １名 保育士 １名 

児童指導員 １名 非常勤保育士 ０名 非常勤 ４名 

 

・サービス提供時間 

児童発達支援 
【火曜日～金曜日】9：45 ～ 16：00 

【土曜日及び長期休業中】9：45 ～ 16：00 

放課後デイサービス 
【火曜日～金曜日】14：30 ～ 17：30 

【土曜日及び長期休業中】10：30 ～ 16：30 

・指定期間 

児童発達支援事業所 令和５年４月 ～ 令和 11 年 3 月 

放課後等デイサービス 令和５年 4 月 ～ 令和 11 年 3 月 

 

・独立行政法人国立病院機構との賃貸借契約期間 

賃貸借契約期間 平成 29 年４月 ～ 令和 19 年 3 月 

 



中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・放課後デイサービスの送迎ルートの効率化 

年間計画 取組内容 評価 

みどりの森こども園と連携を強化する。   

人件費削減・人員確保のために送迎ルートの効

率化を図る。 
  

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

 

 

 

 

 

RING 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・新規営業、事業 

年間計画 取組内容 評価 

企業が参加する研修会等に積極的に参加し、既

存の連携企業との関係強化および新規の就職

先・実習先企業の開拓を行い、年間就職者数４

名を達成する。 

  

当事者対象の合同説明会に積極的に参加し、就

労移行支援４名、就労継続支援 B 型２名の新規

利用者を獲得する。 

  

作業対応職員の配置や分担を見直し、適切な過

度な業務配分を行うことで、残業や業務負担の

偏りの解消を図る。 

  

 



・職員育成 

年間計画 取組内容 評価 

令和 9 年度以降を見据え、就労継続支援 B 型の

リーダーとなる職員の育成を進める。 
  

部署内研修（月 1 回）や外部研修（１人当たり年

２回）への参加を計画的に行い、経験に応じた

教育カリキュラムを段階的に実施することで、

職員の専門性向上を図る。 

  

選択支援事業および就労アセスメントに関する

理解を深め、利用者がより良い選択を行うため

の支援の質向上に向けた学習を継続的に実施す

る。 

  

理念・指針に関する研修を開催し、法人および

部内の方向性の理解促進を図る。 
  

 

・訓練、作業について 

年間計画 取組内容 評価 

就労継続支援 B 型において、既存の作業内容の

整理・見直しを行い、利用者の特性や能力に応

じて取り組める作業の拡充を図る。 

  

月 1 回、作業ツールの定期点検および在庫管理を

実施し、安定的な作業環境を維持する。 
  

就労移行支援利用終了後における日中活動の場

の確保のため、他障害福祉サービス事業所およ

び関係機関との連携を強化する。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

【利用定員：就労移行支援 ８名・就労継続支援 B 型 12 名】 

・就労移行支援 

 年間計画 結果 評価 

平均利用者数（/日） 6.5 名   

年間就職者数 

※来年度実績に反映できる対象数 
４名   

年間生産活動売上 

※税別 
7,156 千円   

利用者の平均工賃月額 30 千円   



 

・就労継続支援 B 型 

 年間計画 結果 評価 

平均利用者数（/日） 14 名   

年間生産活動売上 

※税別 
6,320 千円   

利用者の平均工賃月額 30 千円   

 

・就労定着支援 

 年間計画 結果 評価 

平均利用者数（/月） ９名   

 

・就労選択支援 

 年間計画 結果 評価 

平均利用者数（/月） 1 名   

 

・職員数（計：10 名） 

管理者 １名 サービス管理責任者 １名 

職業指導員 ２名 非常勤職業指導員 １名 

生活支援員 ２名 非常勤生活支援員 ２名 

目標工賃達成指導員 １名 就労支援員 １名 

就労定着支援員 ２名 就労選択支援員 １名 

※職種別人数については兼務職員を含めて計上しているため、実人数と合計は一致しない。 

 

・サービス提供時間 

開所時間 8：30 ～ 17：30 

利用時間 8：30 ～ 15：00 

利用時間（選択支援） 15：00 ～ 17：00 

 

・指定の有効期間 

就労移行支援事業 令和５年７月１日 ～ 令和 11 年６月 30 日 

就労継続支援 B 型事業 令和５年 7 月１日 ～ 令和 11 年６月 30 日 

定着支援事業 令和７年５月１日 ～ 令和 13 年４月 30 日 



就労選択支援事業 令和７年 10 月１日 ～ 令和 13 年９月 10 日 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

年間計画 取組内容 評価 

事業所の移転先を開拓する。   

ビルクリーン技能士有資格者を配置する。   

就労支援事業指導員を配置し、作業の拡大と品

質の向上を図る。 
  

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 


